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今年度に向けた取組

行事時期の変更

• 4月6日（木） 始業式・入学式

• ４月 ４年～６年 川崎市新学習状況調査の実施 調査結果は個人
の学習計画としてGIGA端末に反映されます。

• 個人面談時期の変更 ７月（全員）９月（全員）１２月（希望）

• 主体的な取組準備確保として 秋季運動会

• 水泳学習復活

下作PRIDEを育てるための活動の確保

• 生活科・総合的な学習の時間の学習による体験的な学びの充実、児
童の主体的に取り組む時間の確保（市制100周年・全国緑化フェアに
向けた取り組み）

• かがやき交流会の実施

• 運動会を含めた特別活動を通して、児童の創造性を伸ばす指導を進
める



今年度に向けた取組

知識の定着と学力向上

• 学習環境改善のために、３５人以下の学級編成を計画する。

• １５分の学習時間（ぐんぐんタイム）では、基礎基本の定着を計画的
におこなう。

• ６０分間の水曜５時間目

• 専科教員（体育）の配置 ３～6年書写 6年音楽専科

• 学年内教科担任制の推進

GIGAスクール構想、ステップ３（効果的な利用）に向けて、学
習スタイルを再検討する。

• クロームブック（PC）を有効に利用した学習活動を積極的に行う。表現
活動の一つの方法としてのスキルをつけるだけでなく、表現方法とし
て効果的使用できるように指導していく。

学び



今年度に向けた取組

児童支援への取組の強化

• 共生教育プログラム、SOSの出し方受け方教育の確実な実施

• 誰もが過ごしやすい環境づくりのための人権教育の推進

• 下作PRIDEに掲げる自尊感情の醸成

• きめ細かな教育相談体制の充実（支援教育CO・カウンセラーなど）

情報モラル教育の推進

• 児童それぞれのIDの大切さを伝えると共に、情報端末使用から起こ

るリスクについて、専門家から講義を受けるなど将来に向けて必要な

情報モラルのスキルを保護者と共に身につける。

情報

心



今年度に向けた取組

各種取組の推進（開かれた学校としての関わり）

• コミュニティスクール（西高津中学校区学校評議委員会）としての取
組の推進（交通安全、防災、環境整備、IT活用）

• 小中連携教育「心」の教育の推進（4校共通課題）

• 川崎市SDGｓパートナーズとしての教育活動の推進

• SDGｓを意識した活動の実践

• 川崎スポーツパートナーと連携した健康教育の推進

• スポーツ教室の開催

• 学校・保護者・地域・行政をつないだ防災・防犯教育の推進

教育活動の広報と伝達集計のIT化

• 学校だより、学校ホームページなどによる、教育的意義や目的、成果
についての広報

• ミマモルメを利用した各種アンケート及び伝達

絆

システム



学習指導・教育課程
①基礎・基本の確実な習得と活用する力・互いに高めあう子どもの育成
• 全ての教科を通して学ぼうという意欲を高め、｢わかる｣｢できる｣｢楽
しい｣を実感し、共に学び合う子供を育てます。自分の考えをしっか
りともち、根拠をはっきりさせて伝え合う指導をします。

• 習ったことを生かし、意欲をもって学べるよう導入を工夫したり、
具体物やノートを活用し、考えを整理したり振り返りをして次の学
習につなげたりします。

• 朝の短時間学習等を通して、基礎基本的な問題に繰り返し取り組み
、知識理解の定着につなげます。

◆『何を学ぶか』だけでなく、『どのように学ぶか』を重視して、主体的、

対話的で深い学びを視点にした授業改善を意識して進める。

◆これまで通り、子どもが取り組んだ成果物(ノート、ワークシート、ド

リルパーク等)を教師が見取り、指導に生かしていく。



学習指導・教育課程
②個に合わせた支援の充実

• 少人数指導（3年生までは35人以下学級編成）、TT（教員２人体制

による指導）、習熟度別授業、サポーターによる支援や学習センタ

ーを活用した指導や支援等を行います。

• 教科担任制による指導内容の充実を図ります。（3年生以上では、教

科交換をし指導力の向上を図ります。）

◆少人数指導のよさを生かし、教員同士の連携を密に図り、 「わかる」「できる」

姿が見られるように支援を充実させていく。

◆指導人数の体制にとらわれるのでなく、それぞれの学級内で有効な支援方法を

考え、日常につまづくことが少なくなるような指導を進める。職員同士、より良い

指導方法を積極的に共有する。



学習指導・教育課程
③防災・防犯教育の充実

• 避難訓練・防犯訓練の想定ややり方を工夫したり、自分の身を守る

ための指導を行ったりします。

• 保護者と共に学び、地域とつながる防災教育を工夫し実践します。

◆地震・火災の他、洪水や台風等の避難も視野に、朝会の活用やカリキュラ
ムを再考し、より充実した防災・防犯教育に取り組んでいく。

◆防災教育を通して、備える大切さを地域に発信し、有事の際児童の安全確
保はもとより、避難所となる学校施設を有効に活用できるよう、地域住民の
避難所利用の理解を進める。

 ◆防災バックの中身を再考し、災害への備えを高めていく。



学習指導・教育課程
④情報教育の充実

• 一人一台タブレットを利用して、機器の端末操作方法を系統的に指

導し、適切に活用できる力と態度を育成します。

• 発達の段階に合わせて系統的に情報モラル教育を進め「適切なコミ

ュニケーション」を育てます。

◆情報社会においての、適正な活動ができる考え方や態度の基になる
考え方を「情報モラル」と定め、折に触れ各教科の指導の中で身につ
けていきたい。また、年間計画を作成したい。

◆各学年、習得すべき技術目標を設定して学習を進めていきたい。
◆各学年のどの単元でどのように端末を活用しているか把握し、
◆ より有効的に端末を使っていきたい。



学習指導・教育課程
⑤健康教育・運動する子ども

• 日々の体育授業や養護教諭や学校栄養士による健康に関する授業や

日常的な衛生管理への意識を高めるなど、健康や体力に関心をもつ

子供を育てます。

◆感染予防対策は継続して徹底し、年間を通して特別活動のカリキュラムを見直

しながら、衛生指導、歯磨き指導や食の授業、保健・給食・集会委員会等、子

供と協力した活動を引き続き充実させていく。

◆ きらきらタイムの確実な実施と充実を図り、運動の楽しさを体験することから、

体力や運動への関心をより高める。

◆保護者とともに子供の健康について考える機会をつくったり、学校保健委員会

の組織や内容に関して再考していく。



特別活動
⑥主体的に取組む気持ち、自己有用感の育成

• 委員会活動・クラブ活動、係活動その他の活動において、子供たち

の発想や意欲を生かした活動に取組み、自分たちで楽しい学校をつ

くれるように指導します。

• 運動会、40周年記念式典、かがやき発表会など児童の発想から活動

が進められるようにします。

• 行事を通して協働し、連帯感・達成感を味わわせます。

◆児童の発想を生かし、意欲を高めることができるような指導を丁寧に行うとと

もに、行事内容を精査し、より効果的な実施時期について再考していく。

◆その学習活動はSDGｓの何に関わっているのか意識した提案、実施を大切

に、指導を継続していく。



保護者・地域との連携

⑦地域に愛着をもてるような教育活動

• 生活科・総合的な学習の時間・社会科の学習、行事等で地域の「も
の・こと・人」との出会いやふれあいを通して地域を愛する気持ち
、感謝の気持ちを育てます。

• 目的をもって地域に出かけ、地域の良さを実感する活動を取り入れ
ます。

• 積極的に地域教育資源を開発し、地元企業との連携した授業開発を
進めます。

◆かがやき交流会については、それぞれの体験活動がねらいと合っていたの

かを振り返り、来年度以降の内容をさらに検討していく。

◆ これまで通り、教員も地域に出かけ、教材開発に努めながら、児童の実態や

興味、関心に基づき、子どもたちが主体となった授業をつくっていく。

◆日頃から「下作延小PRIDE」「かわさきPRIDE」を意識した学習活動に取り組

んでいく。

◆ コミュニティ・スクールのサポート部門を構築し、地域・保護者のさらなるサ

ポートの充実を目指す。



児童支援
⑧命の重さや価値を実感し、思いやりの気持ちをもつ

• 一人一人の子供が友達や先生とかかわりながら、自分も相手も大切
にできるように、すべての教育活動を通して、心の教育・命の教育
に努めます。

• 人権週間には、「子どもの権利学習」を通して、命の大切さや生き
る権利を教えています。

◆自分自身を大切にする、学校や学級の友達を大切にする心を養うた

めに、児童理解を活かして、子供が十分に活躍できるようにする。

◆体験的な活動を通して、心が豊かになる時間を過ごすことができる機

会を計画的につくる。



児童支援
⑨共生・共育の実施、コミュニケーション力の育成、いじめを許さない学校風土
• 各学年６時間の「共生＊共育プログラム」を行い、社会性のスキルの
習得に努めます。

• 「生活のふり返りカード」「学校生活アンケート」を実施し、友達の
気持ちを考えながら、助け合って生活することを意識づけ、いじめの
防止に努めます。

• 教職員はいじめ防止委員会を計画的に開催し、教職員で課題を共有し
ながらいじめ防止・問題解決に努めます。

• 児童支援コーディネーターを中心に子供の心に寄り添ったチーム支援
を行います。

◆学習と経験を積み重ねていく場を設定し、コミュニケーション能力の
育成を図る。

◆個の理解と集団作りを進めていけるように今後も引き続き継続して
取り組み、子どもにとって居心地の良い学校、学年、学級にしていく。



児童支援
⑩皆が気持ちよく過ごせるための規範意識の育成

• 学校のルールを全校児童に理解させるよう提示を工夫したり、守れ
るように言葉かけをしたりします。また，全校ミーティングなどで
子供たち自身が気持ちよく過ごせる学校生活のルールについて考え
るよう指導します。

• ２か月ごとの生活目標について、ふりかえりを全校で行いその成果
を確認し、取り組んでいきます。

◆子供たち自身が互いに気持ちよく過ごすためのルール作りや意識づくり

に引き続き参画できるようにする。

◆何のためのルールなのかを自分たちで考え、ルールだけでなくマナーも

守れるよう各教科等での指導を行うことで子どもたち自身が意識し、行動

できるようにする。



安全安心な環境
⑪危機管理・施設の整備
• 心肺蘇生やアレルギー研修、学校安全マニュアルを活用します。
• 日頃の感染防止対策の徹底、教職員による清掃および消毒作業、
子供の作品や学習に活かせる掲示物の工夫などを行い、清潔な空
間を心がけます。

• 地域の安全見守り、避難所運営会議、PTAと連携し児童の安全確
保を図ります。

• 感染予防教育や交通安全教育、薬物乱用防止教育等を実践し、安
全に対する意識向上を目指します。

• 教育委員会、地域、保護者と協働し、学校施設設備環境の改善に
努めます。

◆保護者、地域、コミュニティー・スクールと連携し、今後も委員会に要望をあげ

学校施設設備環境の改善に引き続き取り組む。

◆安全に登下校を行う意識を高める指導を継続していく。

◆子供たちの安心安全にかかわる必要な研修を適切な時期に設定し、対応できる

ようにしたい



保護者・地域との連携
⑫学校評価を生かした教育の改善・情報発信

• 学校便り・学年便りにおいて教育方針や児童の様子を保護者・地域
の方々にお知らせしたり、随時ホームページを更新します。

• 保護者向けの手紙、調査結果等メールによる配付をします。紙文書
の削減のために、ミマモルメやがくぷりによる文書配付を進めます
。（メール配信について注視してください。）

• 学校教育推進会議でのご意見や保護者アンケートを学校改善に役立
てていきます。

◆コミュニティ・スクールの本来の役割である、具体的に学校運営に関わる趣
旨を大事にした組織づくりをする。

◆ホームページのこまめな更新により、教育活動について保護者・地域の理
解を深める。



皆様に支えられています。

•ふるさと学校応援基金
• WEBベルマーク
•資源回収
•マックスバリュ 黄色いレシート


